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第２四半期業績予想と実績値との差異および通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

２０２０年７月３１日に公表した２０２１年３月期第２四半期累計期間（２０２０年４月１日

から２０２０年９月３０日まで）の連結業績予想と、本日発表の実績値との差異が生じました

ので、お知らせいたします。 
また、２０２１年３月期の通期業績予想についても修正いたしますので、併せてお知らせいた

します。 

 
記 

 
１．第２四半期業績予想数値と実績値との差異について 
（１） ２０２１年３月期第２四半期累計連結業績予想と実績値との差異 

（２０２０年４月１日～２０２０年９月３０日） 
（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想 （Ａ） ２１,３００ ４４０ ５８０ ３７０ ２６円６１銭 

実 績 値 （Ｂ） ２１,７０５ ６０９ ７２１ ４８８ ３５円１１銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） ４０５ １６９ １４１ １１８  

増 減 率（％） １.９ ３８.５ ２４.５ ３２.０  

(ご参考)前期第２四半期実績 

(２０年３月期第２四半期) 
２１,２７３ ６４１ ７６６ ５０５ ３６円３５銭 

 

（２）差異の理由 

 主力販売先である電気機器・電子部品・産業機械業界において、生産活動や設備投資に慎重な

姿勢が続いたものの、半導体製造装置関連の主要顧客において５Ｇやデータセンタ関連等の半導

体需要の拡大に伴う生産増や設備投資が堅調に推移し、売上・利益に寄与したため前回予想を上

回りました。 

利益面につきましては、業務の効率化等による経費削減に加えて、コロナ禍における活動制限

等に伴い販売費及び一般管理費が当初想定より減少したことにより、営業利益、経常利益、親会

社株主に帰属する四半期純利益ともに前回予想を上回りました。 

 

 

 

 

 

 

 



２．通期業績予想の修正について 

（１）２０２１年３月期通期連結業績予想値の修正 

（２０２０年４月１日～２０２１年３月３１日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想 （Ａ） ４０,２００ ６２０ ８８０ ５６０ ４０円２８銭 

今回修正予想 （Ｂ） ４０,６００ ７８０ １,０００ ５６０ ４０円２８銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） ４００ １６０ １２０ ―  

増 減 率（％） １.０ ２５.８ １３.６ ―  

(ご参考)前期実績 

(２０年３月期) 
４４,５６０ １,３７９ １,６２５ １,０７２ ７７円１６銭 

 

（２）通期業績予想修正の理由 

2021 年３月期の通期業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染拡大防止と経済活動の

両立により、当社を取り巻く景況は一部で持ち直しの動きがみられており、現在の受注動向およ

び第２四半期実績をふまえて、2021 年３月通期の業績予想につきましては、2020 年７月 31 日に

「2021 年３月期第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」で公表いたしました予想数値から修正

いたします。 
しかしながら、コロナ禍における海外子会社を取り巻く環境の変化や、米中貿易摩擦の長期化

およびデータセンタ需要の一服等による半導体製造装置市場の需要後退の懸念等、不確実性が高

まっており、その影響は精査中であります。 
 

（注）上記予想値につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は今後様々な要因によりこれらの予想値とは異なる場合があります。 

 

 

 

以 上 


